
特記仕様書－１

３ 施工一般

・　竣工届

18 ※請負者は「廃棄物の処理及び清掃に関する法律（廃棄物処理法）」を遵守し、マニフェストシステ

　ムにより適正に処理すること。

廃棄物処理法 １ ※降雨等に対する養生方法は[3.1.3]による [3.1.3]

・　工事完了引渡書

・設ける※設けない　防 二重ドレン（Ｐ0＊工法の場合）・　完成図 ・　完成写真 ※過積載等の違法運行の防止を図るとともに、道路交通法遵守を徹底すること。 [3.2.5]既存防水層の処理２

水Ｉ
改

・　保証書・　保全に関する資料（建物概要書等を含む） ※図示既存下地の補修箇所 [3.2.6]

・除去する１．共通仕様

修
既存露出防水表面の仕上げ塗装・　予備材料・　鍵（鍵箱に収納して納品する） 19 ※請負者は「資源の有効な利用の促進に関する法律（資源有効利用促進法）」等に基づき、次の工事資源有効利用促進法 [3.2.6]

（１）図面、特記仕様書及び現場説明書（現場説明に対する質問回答書を含む）に記載されていない事項は、すべて国土交

工
・　工事関係者連絡先一覧表 　について、本工事に係る「再生資源利用（促進）計画書」を作成し、施工計画書を含め各１部提出 架台回り等の処理 [3.2.6]※図示

事
・　その他監督員の指示する書類 　する。また、工事完成後速やかに計画の実施状況（実績）について、「再生資源利用（促進）実施

・　完成図 　書」を作成し、各１部提出するとともに、これらの記録を保存すること。 アスファルト防水３ [3.1.4][3.3.3][表3.1.1][表3.3.3]～[表3.3.10]

施工箇所 新規防水層の種別（２）設計図書の優先順位は標準仕様書1.1.1による。 防水改修工法の種類・　設計図の全ての種類の図面を作成する。 ・　種類及び記入方法は［表1.8.1］による。 ・再生資源利用計画書（実施書）の作成対象工事

※Ｂ－２・Ｂ－１・Ｐ1Ｂ屋根保護
・1,000m3以上の土砂を搬入する工事

※ＢＩ－２・ＢＩ－１
２．特記仕様 ・500t以上の砕石を搬入する工事

・Ｐ1ＢＩ ・Ｔ1ＢＩ
なお、ＣＡＤデータはdwg形式とする。

※ＡＩ－２・ＡＩ－１
（１）項目は、審号に○印の付いたものを適用する。

・Ｐ２ＡＩ
・　施工図 ・200ｔ以上の加熱アスファルト混合物を搬入する工事

※Ａ－２・Ａ－１
（２）特記事項は、・印の付いたものを逮用する。・印のない場合は、※印の付いたものを適用する。

・Ｐ２Ａ
・最終請負金額100万円以上の工事

※Ｃ－２・Ｃ－１　　　・印と※印のある場合は、共に適用する。 ・Ｍ４Ｃ・　施工計画書 ・再生資源利用促進計画書（実施書）の作成対象工事 屋根露出

※Ｄ－２・Ｄ－１
（３）特記事項に記載の［　．　．］内の表示番号は、「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）」の当該項目、当該図表を示す。

・Ｍ３Ｄ ・Ｐ０Ｄ
・　監督員の指示するものを、ファイルにして提出する。 ・1,000m3以上の建設発生土を搬出する工事

（４）特記事項に記載の（　．　．）内の表示番号は、「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）」の当該項目、当該図表を示す。 ・　完成写真 ・アスコン塊、コンクリート塊及び建設発生木材の合計で、200ｔ以上搬出する工事
屋根露出 ・Ｍ3ＤＩ ・Ｍ4ＤＩ ※ＤＩ－２・ＤＩ－１

（５）本仕様書中の「監督員」は標準仕様書中の「監督職員」と同義とする。 ・最終請負金額100万円以上の工事
断熱工法 ・Ｐ０ＤＩ

※Ｅ－２・Ｅ－１
（６）製造所名は、「株式会社」等の記載は省略する。

・Ｐ１Ｅ屋内 ・Ｐ２Ｅ分類・規格 撮影箇所数 原版の大きさ（mm）部数

・モノクローム 外　観（　  　　　　）・キャビネ版 ・２４×３６ 20 ※請負者は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」等に基づき、グリーン購入法

内　観（　　　　　　） ・１００×１２５以上
　環境物品等の調達に努めるとともに、建築主の求めに応じて、環境物品等の調達に関するデータを 押え金物 ※アルミニウム製Ｌ-30×15×2.0程度 [3.3.2]

特　　記　　事　　項章 項　　目 ・カラー 外　観（　　　　　　）・キャビネ版 ・２４×３６
　提出すること。 断熱材の材質及び厚さ ※ [3.3.2]

１
内　観（　　　　　　）・八ツ切 ・１００×１２５以上

２ 絶縁用シートの材料 ※ [3.3.2]

・建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）１ 適用基準等
・パネル・木製わく ※半切　・全紙

21 ※建設機材は、原則として、排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。その他 保護コンクリート [3.3.2]設計基準強度：

・鉄骨設計標準図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）

一
　　　（　　　　　　）・スライド ・２４×３６

※請負者は工事が竣工しても建築主の検査に合格し、引渡しが完了するまではその工事目的物を管理 スランプ　　：

般
・デジタル 内外合計　３ ・A3サイズ200dpi以上

１
　しなければならない。 厚さ　　　　：

[1.1.4]

共
工事実績情報の登録 脱気装置（Ｍ３Ｄ、Ｐ０Ｄ、Ｍ３ＤＩ、Ｍ４ＤＩ、Ｐ０ＤＩ工法）２ ・行わない

　3072X2048ドット以上
　但し、建築主の都合でその工事目的物に他の工事を行う時は協力しなければならない。

・設ける※設けない　

通
　HQ画質撮影

※本工事は原則として標準仕様書及び添付図面に従って施工するものであるが、些少の部分にして一 [3.3.3]

保護層（屋内防水）

事
発生材の処理等３ ・現場説明書による※場外搬出適切処理 　切記載されていない事項といえども当然必要と認められているものは、監督員と協議の上、請負者 ※図示 [3.3.3]

項
・引渡しを要するもの：図示による ※撮影者は建築完成写真撮影の実績のある者とし、監督員の承諾する撮影者 　の負担において誠実に施工するものとする。 仕上げ塗料塗り（ＤＩ-1、ＤＩ-2工法） ・無し [3.3.3]・有り

・引渡しを要するものは、指示された場所に整理のうえ調書を添えて監督員に報告する。 ※本工事施工の際は建物、地下埋設物及び室内の器物等を棄損しないよう注意、養生し、もし棄損し 立上り部の保護 ・乾式保護材 [3.3.5]・れんが押え

各工事に必要な施工計画書、施工図、製作図等は、遅滞なく作成し、監督員の承諾を受ける。工事用図面10 　た場合は監督員の指示に従って同一材料にて速やかに復旧し、美観を損なってはならない。・特別管理産業廃棄物：図示による

承諾時より少なくとも２週間前までに提出する。 ※本工事に使用する搬入材料は全て監督員の指示する位置に整理し、その保管は責任を持って行うこ 改質アスファルト４ [3.4.2][3.4.3][表3.1.1][表3.4.1]～[表3.4.3]・現場において再利用を図るもの：図示による

施工図は、躯体図、製作品の製作図、造作図　各納まり図、割付図の他、施工計画に基づく平面詳細 　と。 シート防水 施工箇所 新規防水層の種別防水改修工法の種類・再資源化を図るもの：図示による

・引渡しを要さないものは全て場外搬出とし、｢資源の有効な利用の促進に関する法律」「建設工事 図、天井伏図及び監督員が必要と認めて指示するものとする。 ※本工事中に発生する諸官公庁への届出等は、全て請負者が行い、その費用は請負者が負担するもの
・ＡＳ－２・ＡＳ－１・Ｍ4ＡＳ屋根露出 ・ＡＳ－3

　に係る資材の再資源化等に関する法律」（以下「建設リサイクル法」という）「廃棄物の処理及び 　とする。
・ＡＳ－5・ＡＳ－4・Ｍ3ＡＳ ・Ｐ0ＡＳ ・ＡＳ－6

施工計画書 ※　施工に先立ち、次の施工計画書を作成し監督員の承諾を受ける。11　清掃に関する法律」その他関連法令により適切に処理し、監督員に報告する。 ・ＡＳＩ－２・ＡＳＩ－１屋根露出 ・Ｍ3ＡSI ・M4ASI
※総合施工計画書（安全計画を含む）・最終廃棄場所、許可書の写し、処理経路図、産業廃棄物処理業者認定書の写しを提出すること

断熱工法 ・POASI
・外壁改修工事施工計画書・防水改修工事施工計画書・搬出時の写真等を提出すること。　

・内装改修工事施工計画書・建具改修工事施工計画書 改質アスファルトシートの種類は[3.4.2]により、厚さは図示による。

[1.3.3]電気保安技術者 ・耐震改修工事施工計画書・塗装改修工事施工計画書４ 断熱材の種類 ※製造所の仕様による ・

脱気装置（Ｍ３ＡＳ、Ｐ０ＡＳ、Ｍ３ＡＳＩ、Ｍ４ＡＳＩ、Ｐ０ＡＳＩ工法） [3.4.3]

施工数量調査報告書条件明示事項 ※施工に先立ち監督員の立ち会いを受け、施工範囲等の調査を行う。調査後は、報告書を提出５ 12[1.3.5] ・設ける※設けない　

　して、監督員と協議する。

合成高分子系ルーフィ※施工に先立ち監督員の立ち会いを受け、解体撤去工事に係る部分のアスベスト含有建材（含有の恐 ５ [3.5.2][3.5.3][表3.1.1][表3.5.1]

施工箇所 新規防水層の種別防水改修工法の種類
ングシート防水　れがあるものも含む）の調査を行う。　調査後は、報告書を提出して、監督員と協議する。

・Ｓ－Ｆ１・Ｐ０Ｓ ・Ｐ０ＳＩ ・ＳＩ－Ｆ１・Ｓ－Ｆ２ ・ＳＩ－Ｆ２

２
13 各種機器の位置､取合い等検討できる施工図(総合図)を提出して監督員の承諾を受ける。他工事との取合い

・Ｓ－Ｍ１ ・Ｓ－Ｍ２ ・Ｓ－Ｍ３・Ｓ４Ｓ ・Ｓ４ＳＩ ・ＳＩ－Ｍ１ ・ＳＩ－Ｍ２ ・ＳＩ－Ｍ３
[2.2.1]内部足場　　種別足場その他本工事に使用する材料のうち、特定のものが特記された場合は、設計図書に規定するもの又はこれら建築材料等 ※きゃたつ、足場板等６ １

・Ｓ３Ｓ ・Ｓ３ＳＩ ・Ｓ－Ｆ１ ・ＳＩ－Ｆ１・Ｓ－Ｆ２ ・ＳＩ－Ｆ２
※図示 外部足場　　種別

仮
設計ＧＬと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、監督員の承諾を受ける。 ※Ａ種14 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｍ４Ｓ ・Ｍ４ＳＩ ・Ｓ－Ｍ１ ・Ｓ－Ｍ２ ・Ｓ－Ｍ３・ＳＩ－Ｍ１ ・ＳＩ－Ｍ２ ・ＳＩ－Ｍ３

・行う・行わない

設
なお、「評価名簿による」と特記されたものについては、国土交通省大臣官房官庁営繕部監修「建 防護シートによる養生

※屋上防水防水工事保証書 材料、撤去材等の運搬

工
築材料・設備機材等品質性能評価事業　建築材料等評価名簿（最新版）」による。 ・Ａ種15 （保証期間は10年間とし、請負者、施工者及び材料メーカーの三者連名の保証書） ※Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 ・Ｅ種 ルーフィングシートの厚さ(mm) Ｓ-Ｆ１、Ｓ-Ｍ３ [3.5.2]※1.2

・外壁防水

事
（保証期間は10年間とし、請負者、施工者及び材料メーカーの三者連名の保証書） Ｓ-Ｆ２ ※2.0

[2.3.1]※ビニールシート等既存部分の養生養生各共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、材料製造所の指定する工法とする。特別な材料の工法７ ２ Ｓ-Ｍ１、Ｓ-Ｍ２ ※1.5

[2.3.1]・行う（図示）※ビニールシート等既存家具等の養生化学物質の濃度測定16 ・測定しない [1.6.9] 絶縁用シートの材質 ※発泡ポリエチレンシート [3.5.2]

[1.6.2]※適用する技能士８ ※次により測定し、厚生労働省が定める指針値以下であることを確認し、監督員に報告書を提出する。 ・設ける※設けない　脱気装置 [3.5.3]※行わない既存ブラインド等の養生 ・行う（図示） [2.3.1]

[2.3.1]※行わない固定家具等の移動
適用工事種別 技能検定の職種

　なお、事前に測定に関する計画書（測定・分析機関の資料添付）を作成し、監督員の承諾を受ける。 [3.5.3]断熱材の種類・厚さ ※図示

・左官・アスファルト防水工事作業防水改修工事 ・合成ゴムシート防水工事作業
1　測定室 [3.5.4]機械的固定工法の場合の風圧力に対応した工法

[2.3.2][表2.3.1]仮設間仕切り等の種類仮設間仕切り
・建築板金・ウレタンゴム系防水工事作業 ・シーリング防水工事作業

測定室は、監督員の指定する室（　　室）とする。 ３ ・

充てん材 塗装仕上材（厚さmm）下　地種　別・左官 ・塗装外壁改修工事 ・樹脂接着材注入施工・タイル張り
但し、改修工事にあっては、当該室の工事着手前にも測定するものとする。

塗膜防水グラスウール（厚50） ※無し・合板（9.0)・Ａ種・サッシ施工建具改修工事 ・ガラス施工 2　測定項目 軽量鉄骨 ６

仕上げ塗料塗り施工箇所防水改修工法の種類・片面・せっこうボード（9.5) 新規防水層の種別軽量鉄骨・Ｂ種・表装・プラスチック床材仕上工事作業内装改修工事 ・ボード仕上工事作業
・ホルムアルデヒド・トルエン・キシレン・アセトアルデヒド・エチルベンゼン・スチレン

・シルバー※Ｘ－１・Ｐ０Ｘ工法防炎シート単管下地※Ｃ種・建築大工・鋼製下地工事作業 ・タイル張り・左官
3　検査方法

・Ｘ－２

・カラー・Ｌ４Ｘ工法※無し・合板張り程度仮設扉 ※木製扉・塗装塗装改修工事 ホルムアルデヒド及びアセトアルデヒドは、ジニトロフェニルヒドラジン誘導体固相吸着／溶媒 ・Ｘ－１ ※Ｘ－２

・有り・片面フラッシュ程度・鋼製扉・型枠施工 ・とび・鉄筋施工耐震改修工事
抽出法によって採取し、高速液体クロマトグラフ法により行うものとする。

・Ｐ１Ｙ及びＰ２Ｙ工法 ※Ｙ－２

・ブロック建築ブロック、ＡＬＣ工事 ・ＡＬＣパネル施工
トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレンは固相吸着／溶媒抽出法によって採取し、ガス

・石材施工石工事 クロマトグラフィー質量分析法により行うものとする。 ・設ける※設けない　脱気装置 [3.6.3]

監督員事務所
・造園植栽工事

4　判定基準 ４ ・既存建物内の一部を使用する ・新設する [2.4.1]・設けない

シーリング厚生労働省が定める指針値以下とする。（量単位の換算は25℃） 監督員事務所の規模 　　ｍ2以上 ７ シーリングの種類は、下表以外は[表3.7.1]による。 [3.7.2]

ホルムアルデヒド   100μg/m3（0.08ppm） ※以下の備品について　　名分相当を準備する。
シーリング材の種類施工箇所

９ 提出書類 標準仕様書に定めるほか、下記より、監督員に提出する。 トルエン   260μg/m3（0.07ppm） ・机・椅子・書棚・黒板・掛時計・寒暖計・打合机・安全靴・長靴・雨がっぱ・保護帽・安全帯

部数の指定のないものについては監督員の指示による。 キシレン   870μg/m3（0.20ppm） ・懐中電灯・作業着（夏、冬）・防寒着・軍手

・　着工時及び着工当初 アセトアルデヒド    48μg/m3（0.03ppm） ・衣類ロッカー・サンプル整理棚・冷暖房機器・消火器・湯沸器・茶器・掃除用具

・　現場代理人及び監理技術者届・　工事着工届 エチルベンゼン 3,800μg/m3（0.88ppm） ・電話機・ＦＡＸ・インターネット接続ＰＣ・カラープリンター・消耗品及び収納棚 目地寸法 ・図示※[3.7.3]による

シーリング改修工法の種類スチレン   220μg/m3（0.05ppm） ・ＰＣのＯＳはWindowsXP以上とし、Word、Excel、AutoCAD2400LT以上をインストール [3.7.4]～[3.7.7]・　総合施工計画書

・シーリング再充填工法・シーリング充填工法・　全体工程表 5　採取方法 　したものとする.

・ブリッジ工法・拡幅シーリング再充填工法・　総合図 空気試料の採取方法等は、原則として厚生労働省から示されている「室内空気中化学物質の採取方 ※関係者（10名程度）による会議が開催できるスペースを確保すること。

・　工事期間中 法と測定方法」による。但し、本工事に適用が困難な部分については、監督員と協議する。 ・引張接着性試験※簡易接着性試験接着性試験の種類 [3.7.8]

・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設工事用水 ・利用できない・　施工計画書、施工要領書、施工図、機器製作図等・　月間工事報告書 6　測定後の措置 ５

といの材種とい・　連絡書、打合せ記録 ・　申請届出書類一覧表 測定の結果、厚生労働省の定める指針値を上回った場合の措置は、監督員の指示による。 ８ ・配管用鋼管 [3.8.2][表3.8.1]

・利用できる（※有償　・無償）構内既存の施設工事用電力 ・利用できない・　試験成績報告書、検査記録報告書 ・　５週間工程表 ６ 防露材 [3.8.2][3.8.3]

・　コンクリート打設計画書及び打設報告書・　自主検査報告書 17 ※請負者は建設リサイクル法第10条の規定による書類を作成し、都道府県知事に届け出ること。建設リサイクル法 ※防露材のホルムアルデヒド放散量は、Ｆ☆☆☆☆とする。

工事用搬入路・　工事休暇届（夏季、冬季等） ・　製品検査願 ※請負者は建設リサイクル法第9条の規定に従い、分別解体等すること。 ７

・　工事写真　―　工事写真（２４×３６、サービスサイズ）は各工程を詳細に記録する。 ※請負者は建設リサイクル法を遵守し、建設廃棄物の再資源化を推進すること。

アルミニウム製笠木仮囲い　　　　　　　　　特に工事の施工によって隠蔽されるなど、後日の目視による検査が不可能又は ※廃棄物の再資源化等が完了したときは、建設リサイクル法第18条第1項の規定により、監督員に書 ８ ９ ・250型部材の種類 ・350型・300型 [3.9.2]仮設事務所、仮設トイレ等の廻りにネットフェンス（H=1800程度）で設置すること。

　　　　　　　　　容易でない部位については、撮影しておくこと。 　面で報告するとともに、再資源化等の実施状況に関する記録を作成し、保存すること。 ・A-1種表面処理 ・B-1種トイレ廻りは、シート等で覆うこと。

　　　　　　　　　また、検査時に指摘された箇所は、手直しの前後について全て撮影すること。 隅角部及び突当り部の役物は本体製造所の仕様による。

建築工事仕様

期間　工事契約期間＋1ヶ月　）

[2.2.1]

[2.2.1][表2.2.1]

[3.6.2][3.6.3][表3.1.1][表3.6.1]［表3.6.2］

・硬質塩化ビニル管 ・ＳＵＳ ・アルミ製

提出物（・Ａ２二つ折り製本２部・Ａ３縮小二つ折り製本２部・原図・ＣＡＤデータ）

※[表3.8.3][表3.8.4]による。

[1.3.12]

着工前に監督員と協議の上、決定する。

・騒音・振動・においの発生する作業については、原則として土・日・祝日に行うこと。

・施工条件

※火災保険等（　種類　　建設工事保険

※現場説明書による

　　　官庁営繕部監修「公共建築工事標準仕様書（建築工事編）最新版」による。

　　　通省大臣官房官庁営繕部監修「公共建築改修工事標準仕様書（建築工事編）最新版」及び国土交通省大臣官房

・行う

・適用する

・　施工体制台帳

・　組織表

図面番号

・　監督員の指示するものを、Ａ３二つ折り観音開き製本にして提出する。

下記のものをファイルに整理し、１部提出する。

　　　（　　　　　　）

２

８

・　竣工時

01
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特記仕様書－２

4-1 ５浮き部改修工法[1.5.2]調査範囲 ※躯体コンクリート面及びモルタル面施工数量調査 ・図示の範囲１ ５ [4.1.4][4.4.9]～[4.4.15][表4.4.3][表4.4.4] ポリマーセメントスラリー [4.2.2] 改修工法 ・かぶせ工法 [5.1.3]

アンカーピンの本数（本/ｍ2） 注入口の箇所数（箇所/m2）改修工法の種類
調査内容

外 建
充填量・注入量

製造所

指定部一般部
壁

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。

具
２

指定部一般部 （/箇所）
アンカーピンの材質 [4.2.2] ・特殊な建具の仮組み見本の製作等 [5.1.5]（建具番号　　　）

※16・アンカーピンニング部分
改 改

ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。
※25 ※25ml

※ステンレス(SUS304)　呼び径4mm丸棒　全ネジ切り加工

　エポキシ樹脂注入工法
コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

修 修
・ ・ ・ ３ ・防犯建物部品の適用

・アンカーピンニング全面※２部調査報告書の部数

工 工
※13 ※20 ※12 ※20 ※25ml 注入口付アンカーピンの材質 [4.2.2]

　エポキシ樹脂注入工法
事 事

４ [5.2.2][表5.2.1]
・ ・ ・ ・

※ステンレス(SUS304)　呼び径6mm（外径） アルミニウム製建具 外部に面する建具

・アンカーピンニング全面
[4.1.4][4.2.2][4.3.4]※樹脂注入工法ひび割れ部改修工法２

※13 ※20 ※12 ※20 ※50ml ・ 耐風圧性種別 気密性 水密性 施工箇所枠見込寸法(mm)

　ポリマーセメントスラリー注入工法備考注入口間隔(mm)注入工法の種類 ひび割れ幅(mm)
コ

注入口量(cc/m) ・ ・ ・ ・ Ｓ－４・Ａ種 Ａ－３ Ｗ－４ ７０

・注入口付アンカーピンニング※※200～3000.2以上～1.0未満※自動式低圧エポキシ
ン

※9 ※16 ※25ml
目地改修工事６ ・目地ひび割れ部改修工法 [4.1.4][4.5.16]

Ｓ－５※Ｂ種

　部分エポキシ樹脂注入工法・　樹脂注入工法
ク

・ ・ ・
製造所　評価名簿による既製調合モルタル（目地材） [4.2.2]

Ｓ－６・Ｃ種 Ａ－４ Ｗ－５ １００

・注入口付アンカーピンニング※ 50～100・手動式エポキシ
リ

※400.2以上～0.3未満 ※9 ※16 ※9 ※16 ※25ml ・伸縮目地改修工法 [4.1.4][4.5.16]

　全面エポキシ樹脂注入工法　樹脂注入工法
｜

※100～200 ※700.3以上～0.5未満 ・ ・ ・ ・
シーリング用材料 ※[表3.7.1]による [3.7.2] ・B-2種（・ブラウン系・ブラック・ステンカラー）表面処理 ※B-1種

・注入口付アンカーピンニング全面・機械式エポキシ
ト

※200～300 ※1000.5以上～1.0未満 ※9 ※16 ※9 ※16 ※50ml
防音ドアセット、防音サッシ

　ポリマーセメントスラリー注入工法　樹脂注入工法
打

・ ・ ・ ・ ・ ・
陶磁器質タイル張り７ タイルの種類 [4.2.2][4.5.7][4.5.8] 断熱ドアセット、断熱サッシ

・充填工法
放

生地の質 釉薬 役物 色
耐震ドアセット

[4.2.2]注入材料

し
施工箇所 形状・寸法

磁器 せっ器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文
備　考 屋内建具

※建築補修用注入エポキシ樹脂（低粘度形又は中粘度形）

仕
・C-2種（・ブラウン系・ブラック・ステンカラー）表面処理 ※C-1種

・モルタル塗替工法
検査（コア抜取り） ※行わない ・行う（抜取り部の補修方法　　　）

上
[4.3.4] 製造所

げ [4.1.4][4.2.2][4.3.5] ポリマーセメントスラリー・Ｕカットシール材充填工法

外
[4.2.2] ・ステンレス製防虫網の種類 ※合成樹脂製 ・ガラス繊維入り合成樹脂製５ 網戸

製造所シーリング用材料

壁 アンカーピンの材質※１成分形又は２成分形ポリウレタン系シーリング材 ・可とう性エポキシ樹脂 [4.2.2] 簡易気密型ドアセットの性能値６ 鋼製建具 

※ステンレス(SUS304)　呼び径4mm丸棒　全ネジ切り加工・行う※行わないポリマーセメントモルタルの充填 ※適用する ・適用しない

・ 役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。 製造所

注入口付アンカーピンの材質[4.1.4][4.2.2][4.3.6]・シール工法 [4.2.2] タイルの見本焼 ※行わない ・行う

シール工法用材料 ※ステンレス(SUS304)　呼び径6mm（外径） 簡易気密型ドアセットの性能値鋼製軽量建具 ７ [5.4.2]

※パテ状エポキシ樹脂 ・可とう性エポキシ樹脂 ・ポリマーセメントモルタル ・ 壁タイル張りの工法 [4.2.2][4.5.7][4.5.8] ※適用する ・適用しない

4-3
外装タイル ・密着張り ・改良積上げ張り ・改良圧着張り 製造所

３ 欠損部改修工法 ※充填工法 [4.1.4][4.2.2][4.3.7] [1.5.2]調査範囲 ※既存タイル面施工数量調査 ・図示の範囲１ ※躯体コンクリート面 ユニットタイル ・モザイクタイル張り・マスク張り

充填工法用材料

外
調査内容 ステンレス製建具８ ※ステンレス鋼板はSUS304とする。

※エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル

壁
ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。 ・鏡面表面の仕上げ ※HL ・バイブレーション

改
ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

4-4
・角出し曲げ（B角）鋼板の曲げ加工 ※普通曲げ

修
浮き部分を壁面に表示する。また、タイル張りの欠損部の形状寸法等を調査する。 [1.5.2]調査範囲 ※塗り仕上げ面施工数量調査 ・図示の範囲１ 製造所

工
コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

外
調査内容

4-2 事
※２部調査報告書の部数

壁
ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。 ※Ｂ種９ 木製建具 建具材の含水率 ・Ａ種 ・Ｃ種

[1.5.2]調査範囲 ※既存モルタル面施工数量調査 ・図示の範囲１ ※躯体コンクリート面

改
ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。 ※表面材の合板の種類は図示により、ホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とする。

タ外
調査内容 ・行う（・全面　　・図示の範囲）既存タイル塗り２

修
コンクリートまたは、モルタル表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。 かまち戸の樹種 かまち（　　　　） 鏡板（　　　　）

イ壁
ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。 の撤去 撤去範囲 ・下地モルタルまで ・張付けモルタルまで ・タイルのみ

工
仕上げ塗材等の劣化部分、はく落部分を壁面に表示する。 ・新鳥の子ふすまの上張り ・鳥の子 ・ビニル紙

ル改
ひび割れ部の挙動の有無、漏水の有無及び錆汁の流出の有無を調査する。

事
既存塗膜と新規上塗材との適合性を確認する。 枠・沓摺の材料 枠（　　　　） 沓摺（　　　　）

張修
浮き部分を壁面に表示する。また、モルタルの欠損部の形状寸法等を調査する。 ひび割れ部改修工法 改修箇所３ ※既存タイル張り面 ※２部調査報告書の部数 ※(表16.6.5)によるフラッシュ戸の見込寸法 ・図示

り工
コンクリート表面のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。 ・既存タイル撤去面（・コンクリート面　・モルタル面）

塗
※(表16.6.6)によるフラッシュ戸の表面板の厚さ ・図示

仕事
※２部調査報告書の部数 [4.1.4][4.5.5]※樹脂注入工法

り
既存塗膜等の除去２ [4.6.3][表4.6.1]～[表4.6.5]既存塗膜劣化部の除去、下地処理の工法 ※36mmかまち戸の見込寸法 ・

上
備考注入口間隔(mm)注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口量(cc/m)

仕
工　　法 処理範囲 下地面の補修

及び下地処理 ※19.5mmふすまの見込寸法 ・

げ
・行う（・全面　　・図示の範囲）

モ
既存モルタル塗り２

※※200～3000.2以上～1.0未満※自動式低圧エポキシ
上

・ひび割れ部改修工法※既存仕上面全体※サンダー工法
※30mm戸ぶすまの見込寸法 ・

外ル
の撤去

・　樹脂注入工法 ・
げ

・浮き部改修工法※既存仕上面全体・高圧水洗工法
※30mm紙張り障子の見込寸法 ・

壁タ
※ 50～100・手動式エポキシ ※400.2以上～0.3未満

外
・欠損部改修工法※既存仕上面全体・塗膜はく離剤工法

ル
ひび割れ部改修工法 ・既存モルタル撤去工法（範囲は図示　撤去部分の補修は、４．欠損部改修工法による）３ 　樹脂注入工法 ※100～200 ※700.3以上～0.5未満

壁
※上記処理範囲以外の既存仕上面全体・水洗い工法 ・製作しない10 建具用金物 マスターキー ・既存マスターキーに合わせる

塗
[4.1.4][4.4.5]※樹脂注入工法

・機械式エポキシ ※200～300 ※1000.5以上～1.0未満 金物の種類 材質等 製造所等

り
備考注入口間隔(mm)注入工法の種類 ひび割れ幅(mm) 注入口量(cc/m) 　樹脂注入工法 ・ ・ 製造所塗膜はく離材 [4.2.2] ・握り玉：SUS・シリンダー箱錠

仕
※※200～3000.2以上～1.0未満※自動式低圧エポキシ ・レバーハンドル：SUS

上
・　樹脂注入工法 ・

[4.2.2]注入材料 下地調整材 ※建築用下地調整塗材３ [4.2.2][4.6.3]
・握り玉：SUS・本締り付きモノロック

げ
※ 50～100・手動式エポキシ ※400.2以上～0.3未満

※建築補修用注入エポキシ樹脂（低粘度形又は中粘度形） ・ポリマーセメントモルタル
・本締り錠

外
　樹脂注入工法 ※100～200 ※700.3以上～0.5未満

検査（コア抜取り） ※行わない ・行う（抜取り部の補修方法　　　） [4.3.4] ・防水形仕上げ塗材主材
・握り玉：SUS・空錠

壁
・機械式エポキシ ※200～300 ※1000.5以上～1.0未満 ・レバーハンドル：SUS

　樹脂注入工法 ・ ・
[4.1.4][4.2.2][4.3.5]・Ｕカットシール材充填工法 仕上げ塗材仕上げ４ [4.6.3][表4.2.4]種類、仕上げの形状、工法

・レバーハンドル：亜鉛合金・グレモン錠
シーリング用材料

仕上げの形状等種　類 呼び名 ・ケースハンドル錠 SUS
[4.2.2]注入材料 ※１成分形又は２成分形ポリウレタン系シーリング材 ・可とう性エポキシ樹脂 ・薄付け仕上塗材 ・外装薄塗材Si ・ゆず肌状・砂壁状 ・さざ波状 ・SUS・点検口錠 ・亜鉛合金

※建築補修用注入エポキシ樹脂（低粘度形又は中粘度形） ・行う※行わないポリマーセメントモルタルの充填
・可とう形外装薄塗材Si ・ゆず肌状・砂壁状 ・さざ波状 ・黄銅・丁番 ※SUS

検査（コア抜取り） ※行わない ・行う（抜取り部の補修方法　　　） [4.3.4]
・ゆず肌状・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・黄銅※SUS・ピポットヒンジ・平たん状

４ 欠損部改修工法 ・タイル部分張替え用接着剤 [4.1.4][4.2.2][4.5.8] ・軸吊りヒンジ・着色骨材砂壁状・さざ波状・凹凸状
[4.1.4][4.2.2][4.3.5]・Ｕカットシール材充填工法 ※ポリマーセメントモルタル ・エポキシ樹脂 ・ウレタン樹脂 ・シリコーン樹脂

・ゆず肌状・可とう形外装薄塗材Ｅ ・砂壁状 ・フロアーヒンジ ※SUS・平たん状
シーリング用材料 ・タイル張替え工法の伸縮調整目地及びひび割れ誘発目地

・さざ波状 ・オートヒンジ・凹凸状
※１成分形又は２成分形ポリウレタン系シーリング材 ・可とう性エポキシ樹脂 ※[表4.5.1]による ・図示 [4.5.8][表4.5.1]

・さざ波状・防水形外装薄塗材Ｅ ・ゆず肌状 ・凹凸状 ・ドアクローザー
・行う※行わないポリマーセメントモルタルの充填

・外装薄塗材Ｓ ・砂壁状 ・閉鎖順位調整器
浮き部改修工法５ [4.1.4][4.4.10]～[4.5.15][表4.4.3][表4.4.4] ・吹放し・厚付け仕上塗材 ・外装厚塗材Ｃ ・アルミ・押棒・押板 ※SUS ・合成樹脂・凸部処理 ・平たん状 ユニオンＴ５００３程度

[4.1.4][4.2.2][4.3.6]・シール工法
アンカーピンの本数（本/ｍ2） 注入口の箇所数（箇所/m2）改修工法の種類 充填量・注入量 ・SUS・フランス落し ※亜鉛合金・凹凸状 ・ひき起し ・掻き落し

シール工法用材料
指定部一般部 指定部一般部 （/箇所） ・外装厚塗材Si ・アームストッパー・吹放し ・凸部処理 ・平たん状

※パテ状エポキシ樹脂 ・可とう性エポキシ樹脂 ・ポリマーセメントモルタル ※16・アンカーピンニング部分 ※25 ※25ml ・外装厚塗材Ｅ ・SUS※亜鉛合金・戸当り・凹凸状 ・ひき起し

　エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・凸部処理・複層塗材ＣＥ・複層仕上塗材 ・ゆず肌状 ・凹凸模様 ・オペレーター
4 欠損部改修工法 ・充填工法 [4.1.4][4.2.2][4.3.7][4.4.7][4.4.8]

・アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※25ml ※耐候形３種・可とう形複層塗材ＣＥ 耐候性 ・引戸用錠
充填工法用材料 　エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・複層塗材Si 上塗材 ・クレセント

※エポキシ樹脂モルタル ・ポリマーセメントモルタル
・アンカーピンニング全面 ※13 ※20 ※12 ※20 ※50ml ・複層塗材Ｅ 溶媒 ※水系 ・溶剤系 ・引手類 ・合成樹脂

　ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ※アクリル系・複層塗材ＲＥ 樹脂 ・戸車
・モルタル塗替え工法 [4.1.4][4.2.2][4.3.7][4.4.7][4.4.8]

・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※25ml ※つやあり・複層塗材ＲＳ 外観 ・つやなし ・アルミ合金・レール ※SUS ・黄銅
塗厚が25mを超える場合の補強 ※行わない ・行う

　部分エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・メタリック・防水形複層塗材ＣＥ
既製目地材 ・適用する（形状：図示） [4.2.2] ・注入口付アンカーピンニング ※9 ※16 ※9 ※16 ※25ml ※行う防水形の増塗材 ・行わない・防水形複層塗材RＥ 自動ドア開閉装置11 ・補助光電センサーを設置する。

　全面エポキシ樹脂注入工法 ・ ・ ・ ・ ・防水形複層塗材Ｅ 開閉方法 センサーの種類

・注入口付アンカーピンニング全面 ※9 ※16 ※9 ※16 ※50ml ・防水形複層塗材ＲＳ ・スライディングドア ・熱線スイッチ・光線（反射）スイッチ・マットスイッチ

　ポリマーセメントスラリー注入工法 ・ ・ ・ ・ ・可とう形改修用 ・可とう形改修塗材E ・さざ波状・ゆず肌状・平たん状 ・スイングドア ・電波スイッチ・光電スイッチ・音波スイッチ

・可とう形改修塗材RE　仕上塗材 ・押しボタンスイッチ ・ペダルスイッチ・タッチスイッチ・注入口付アンカーピンニング

・可とう形改修塗材CE ・多機能便所スイッチ　エポキシ樹脂注入タイル固定方法

・タイル部分張替え工法
自閉式上吊り引戸装置12 製造所

防火材料　・建築基準法に基づく基材同等の認定を受けた材料とする。 [4.2.2]・タイル張替え工法
・外壁用防火重量シャッター13 ・一般重量種類 ・屋内用防火 ・防煙

・50耐風圧強度 ・80 ・120

［5.1.7］

[5.4.2][表5.4.1]

[5.6.3]

[5.7.4][5.7.2][表5.7.1]

[5.8.2][5.8.3][表5.8.1]～[表5.8.3]

[5.10.2][表5.10.1]

１ ・撤去工法

・原状復旧仕様とする。

・製作する

図面番号

02大磯町消防団第二分団・第十二分団詰所改修工事
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特記仕様書－３

13 ※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 [6.8.2][6.8.3] 記号種類 厚さ(mm)・規格等 各種塗料塗り※上部電動式（手動併用）開閉形式 ・上部手動式 ビニール床シート張り

種類 厚さ（mm）色　　柄記号 ・木毛セメント板 ・15 ・20 ・25 工程の種別塗装の種類 下地の種類
一般重量シャッターのシャッターケース ※設ける ・設けない

※発泡層のないもの ※2.5※NC ・ ※無地 ・柄物 ・2.0 ・ミディアムデンシティファイバーボード ・15 ・20 ・25MDF （ＳＯＰ）・合成樹脂調合ペイント塗り ・木部 ※A種※B種 ・C種
製造所

・発泡層のあるもの ※柄物 ・無地 ・パーティクルボード ・15 ・20 ・25 ・A種※B種・鉄鋼面 ・C種
軽量シャッター ・上部手動式※上部電動式（手動併用）開閉形式

・屋外用 ※ノンスリップ ・メラミン樹脂化粧板 ・3 ・亜鉛めっき鋼面 ※A種※B種 ・C種
耐風圧強度 ・50 ・65 ・80 ・ロックウール吸音ボード1号60K ・25 （ＣＬ）・クリヤーラッカー塗り ・木部 ・A種※B種
スラットの材質 ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ・アルミ

（FＥ）・フタル酸樹エナメル塗り ・木部
ガイドレール ※塗装溶融亜鉛めっき鋼板 ・SUS304 工法 ※熱溶接工法 ・突付工法

・鉄鋼面・亜鉛めっき鋼面
スラットの形状 ・インターロッキング形 ・オーバーラッピング形 ・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り ・A種※B種・コンクリート面・モルタル面（NAD）
製造所

（ＤＰ）・耐候性塗料塗り ・A種・B種・鉄鋼面 ・C種
14 ※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 [6.8.2][6.8.3]

・亜鉛めっき鋼面 ・A種・B種 ・C種
ビニール床タイル張り

オーバーヘッドドア セクション材 ※スチールタイプ ・アルミニウムタイプ ・ファイバーグラスタイプ 種類 厚さ（mm）記号 ・A-1種・A-2種・コンクリート面・ＥＣＰ面
耐風圧強度 ・50 ・65 ・80

・半硬質コンポジション床タイル ※2.5CT ・2.0 ・B-1種・B-2種
・チェーン式※バランス式開閉形式 ・電動式

・軟質コンポジション床タイル CST ・C-1種・C-2種
・ローヘッド形※スタンダード形収納形式 ・ハイリフト形 ・バーチカル形

・ホモジニアス床タイル HT （EP-G）・つや有合成樹脂エマルションペイント塗り ・A種※B種 ・C種・コンクリート面・モルタル面※3.0　表層透明ビニル層0.5mm
※溶融亜鉛めっき鋼板ガイドレール ・SUS304

・プラスター面・ボード面
製造所 ・屋内木部 ※A種※B種 ・C種

・屋内鉄鋼面 ・A種※B種 ・C種
・フロート板ガラスガラス ・磨き板ガラス 特殊機能床材15 ・帯電防止床シート [6.8.2]

・屋内亜鉛めっき鉄鋼面 ・A種※B種 ・C種
・フロストガラス

・型板ガラス ・帯電防止床タイル ・合成樹脂エマルションペイント塗り ・A種※B種 ・C種
・網入り磨き板ガラス ・網入り型板ガラス ・線入り磨き板ガラス

（EP-T）・合成樹脂エマルション模様塗料塗り ・A種・B種 ・C種
・合わせガラス 高さ(mm)16 ※60  　・75　 ・100　・300（階段用をカット）     [6.8.2]

（UC）
ビニール幅木

・強化ガラス ・型板強化ガラス 厚さ(mm) ※1.5　　・2.0　    ・防音合せガラス

・熱線吸収板ガラス

・複層ガラス カーペット敷き17 ※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 [6.9.2][6.9.3][表6.9.2]

・熱線反射ガラス ・織じゅうたん

・倍強度ガラス 種別 ・A種 ・B種 ・C種

・ガラスブロック パイル形状 ・カットパイル ・ループパイル ・カット、ループ併用

※単一色（無地）色柄 ・柄物（標準品）

※ガスケットアルミニウム製建具 ・シーリング材 帯電性 ※人体帯電圧3kv以下

※シーリング材鋼製（軽量鋼製）建具 ・タフテッドカーペット

ステンレス製建具 ※シーリング材
パイル形状 工法パイル長(mm) 帯電性

※パテ（木製用）木製建具
・カットパイル ※全面接着工法※5～7 ※人体帯電圧3kv以下

熱線反射ガラスの映像調整
・マルチレベルループ ※4～6 ※グリッパー工法

・レベルループパイル ※4

６
・カット、ループ併用

改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲 [6.1.3]１

内
※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・ニードルパンチカーペット

８
装

・図示の範囲 厚さ(mm) 鉄筋 鉄筋の種類 [8.2.1][表8.2.1]１

改
天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲 [6.1.3] 帯電性 ※人体帯電圧3kv以下

耐
規格 種別 呼び名

修
※壁面より両側600程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う ・タイルカーペット

震
※JIS　G3112 ・ＳＤ２９５Ａ D16以下

工
・図示の範囲 パイル形状 種別 帯電性

改
　鉄筋コンクリート用鋼棒 ・ＳＤ３４５ D19以上

事
天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修 [6.1.3]

※ループパイル ※１種 ※適用しない ・人体帯電圧1kv以下
修

・ＳＤ３９０
※既存のまま

・カットパイル
工

・ＳＲ２３５
・図示の範囲

事 ※ミルシートを提出のこと

既存床の撤去 ビニル床シート等の除去 ※仕上げ材のみ（接着剤とも） [6.2.2] 合成樹脂塗床18 ※塗床に使用する塗料のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 ※アンカー筋の頭部はネジ切り加工し、ナット取付けのこと。

）・下地モルタルとも（※図示の範囲　・除去範囲全て）並びに下地補修 種別 仕上げの種類 ※頭付きスタッドは、ＪＩＳ　Ｂ1198に規定されている規格品とする。

構・目荒し工法・機械的除去工法合成樹脂塗り床材の除去工法 [6.2.2]
※平滑仕上げ ・防滑仕上げ・弾性ウレタン塗床材 ・つや消し仕上げ

※頭付スタッド（溶接部の曲げ試験）

造改修後の床の清掃範囲 ※改修箇所の室内 ・ [6.2.2] ・エポキシ樹脂塗床材 ・薄膜流し展べ仕上げ ・厚膜流し展べ仕上げ 曲げ試験は、１辺につき１本の試験を行う。

特
・樹脂モルタル仕上げ ・防滑仕上げ

曲げ試験は、頭付スタッドの角度が垂直から15°になるまで、ハンマー又はその他適当な方法で

記[6.3.2][4.4.8]３ 既存壁の撤去 曲げる。

に
※平滑仕上げ・天然石入無黄変 ・防滑仕上げ

※図示並びに下地補修 曲げ方法は、溶接部外観に欠陥がある場合、その部分に最大引張力がかかるように曲げる。

よ
　ウレタン樹脂系塗床

※行う・モルタル塗り（塗り厚25mmを超える場合の補修 ・行わない）

る
・防塵塗装 ※平滑仕上げ

（

溶接金網２ [8.2.2]　（水性型アクリル系防塵床塗装）
[6.4.2]４ 既存天井の撤去

規格 網目の形状、寸法 鉄線の径(mm)
並びに下地補修

※JIS　G3551 ※100 ※6

７
・ ・

木下地等５ [6.5.2][表6.5.2][表6.5.3]木材の品質 ※[6.5.2]による。・市販品 フローリング張り19 ※複合フローリングのホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 材料 [7.1.3]１ ※屋内の壁及び天井の塗装仕上げは、防火材料又は建築基準法に基づく指定又は認定を受けたものとする。

樹種 ※下表による。 ※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。

塗
※屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量はF☆☆☆☆とする。

・代用樹種を適用しない箇所 （　　　　　　　　　　　　　） 種別 樹種 工法 仕上げ塗装
装

鉄筋の継手３ [8.3.4]

使用部位 樹種 ※なら・フローリングボード単 ・湿式工法 ※ウレタン樹脂ワニス塗り
下地調整

改
ＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 [7.2.1][表7.2.1]～[表7.2.7]２

継手方法 呼び名 適用箇所

造作材 ナラ額縁・膳板・開口枠・建具枠 ・ひのき・フローリングブロック層 ・釘留め工法 ・オイルステイン塗り
修

※塗り替え面積の30％程度・図示
・ガス圧接

・モザイクパーケット ・接着工法 ・生地のままワックス塗り
工

下地調整の種別下地の種類 ・重ね継手

下地材 ツガ 複 ・複合１種フローリング ・塗装無し
事

※ＲＢ種・木部 ・ＲＡ種 ・ＲＣ種

合 ・複合２種フローリング ・鉄面 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種

・複合３種フローリング ・亜鉛めっき面 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種
ホルムアルデヒド放散量集成材等６ ※Ｆ☆☆☆☆ [6.5.2]

・モルタル面及びプラスター面 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種
鉄筋及び溶接金網の最少かぶり厚さは、目地底から算定する。鉄筋及び溶接金網４ [8.3.5][表8.3.6]

畳敷き ・Ａ種20 ・Ｂ種 ・Ｃ種 ・Ｄ種 [6.12.2][表6.12.1] ・コンクリート及びＡＬＣパネル面 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種 ・耐久性上不利な箇所の鉄筋の最少かぶり厚さは下表による。の最少かぶり厚さ

ホルムアルデヒド放散量床張り用合板等７ ※Ｆ☆☆☆☆ [6.5.2]
・コンクリート及び押出成形セメント板 ・ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種 施工箇所 [表8.3.6]の値に加える寸法

石こうボード、21 ※パーティクルボード及びＭＤＦのホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 [6.13.2][表6.13.1]
・せっこうボード及びその他ボード面 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種 柱、梁、壁及び庇などの外気に接する打ち放し面 ※10

ホルムアルデヒド放散量接着剤８ ※Ｆ☆☆☆☆ [6.5.2] その他ボード及び ※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 ※ＲＢ種・ＲＡ種 ・ＲＣ種
※接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。

記号種類 厚さ(mm)・規格等
合板張り

・せっこうボード GB-R ・12.5・9.5
木材保存剤（防腐・防蟻処理）は、非有機リン系とする。防腐・防蟻処理９ [6.5.2]

・シージングせっこうボード GB-S ・9.5 ・12.5
錆止め塗料塗り3 [7.3.2][7.3.3][表7.3.1]～[表7.3.4] 各部の配筋 柱の配筋５

防腐・防蟻処理は、工場における加圧式とし、充分に乾燥を行う。但し、現場における加工が生じた
・強化せっこうボード ・12.5 ・15 種類規格番号 規格名称 種別

帯筋の組立の形の種別 ・Ｈ形 ・W-Ｉ形 ・W-Ｉ形ＩＩ [8.3.4]
GB-F

場合は、加工した箇所に対して、現場にて木材保存剤を塗布することとする。 ・化粧せっこうボード GB-D ・9.5 ・JIS K 5625 シアナミド鉛さび止めペイント ・2種 ・A種・B種 ※C種 柱の打増し補強 ※図示

防腐処理を行う箇所は(12.2.8)により、防蟻処理を行う箇所は（　　　　　　）とする。
・化粧せっこうボード（木目） ・9.5 ・JIS K 5629 鉛酸カルシウムさび止めペイント

梁の配筋

・JIS K 5674 鉛・クロムフリーさび止めペイント
梁の打増し補強 ※図示

・1種・不燃天然木板 ・6
ホルムアルデヒド放散量床、壁下地材等10 ※Ｆ☆☆☆☆ [6.5.2]

・ロックウール化粧吸音板 DR ・フラットタイプ（・9　・12　・　） ・JASS 18 M-109 変性エポキシ樹脂プライマー 壁の配筋

・キューブタイプ（・12　・15　・19） 水系さび止めペイント ・1種
壁の配筋の定着長さ ※図示

[6.6.2]11 軽量鉄骨天井下地 屋内　※１９　・２５野縁等の種類　 屋外　・１９　※２５
・ロックウール化粧吸音板 ・フラットタイプ（・9　・12　・　）

壁の配筋の種別 ※図示

既存の埋め込みインサート ・使用する ・使用しない [6.6.4]
・キューブタイプ（・12　・15　・　）（軒天井用）

一般壁の開口部補強 ※図示

あと施工アンカーの引抜き試験 ・行う ・行わない [6.6.4]
・無石綿珪酸カルシウム板 ・4

耐震壁の開口部補強 ※図示

スラブの配筋

12 ※スタッド・ランナー等の種類は[表6.7.1]　による。　軽量鉄骨壁下地 [6.7.3] スラブ開口部の補強 ※図示
・不燃積層せっこうボード GB-NC ・9.5

　なお、図示位置は５０型を使用する。

[5.11.2][5.11.3][5.11.4][表5.11.1]

[5.12.2][5.12.3]

[5.13.3]

[6.10.2][6.10.3][表6.10.3]～[表6.10.8]

[6.11.2]～[6.11.7][表6.11.1]～[表6.11.5]

[7.4.1]～[7.15.2][表7.4.1]～[表7.15.1]

（ＯＳ）・オイルステイン塗り ・木部

（ＷＰ）・木材保護塗料塗り ・木部

・ウレタン樹脂ワニス塗り

（EP）

（LE）・ラッカーエナメル塗り ・木部

・A種

・A種

※B種

※B種

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

既存下地材を再使用

ガラス留め材(アルミプレート留め材)

・JASS 18 M-111

・木部

・ボード面

・5

・グラスウール吸音ボード2号32K ・25 ・50

・顔料練込硬質セメント板

軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

・アクリル系シーリング材 ・ウレタン系シーリング ・ジョイントコンパウンド

ボード類の下地

・軽量鉄骨下地 木造下地 ・

壁紙張り22 ※壁紙のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。 [6.14.2][6.14.3]

※接着剤のホルムアルデヒド放出量はF☆☆☆☆とする。

品質・品番等施工箇所 防火性能の級別

※１級・２級

※１級・２級

※１級・２級

※１級・２級

※１級・２級

※１級・２級

モルタル塗り23 吸水調整材 [6.15.3]

製造所

防水剤（防水モルタル塗りの混入剤）

製造所　※監督員の承諾する製造所

※適用しない既成目地材 ・適用する

タイルの種類陶磁器質タイル24 [6.16.3]

生地の質 釉薬 役物 色
施工箇所 形状・寸法

磁器 せっ器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文
備　考

役物：標準的な曲がりの役物は一体成形とする。

タイルの見本焼 ※行わない ・行う

壁タイル張りの工法

内装タイル ・壁タイル接着剤張り・改良積上げ張り

外装タイル ・密着張り ・改良積上げ張り ・改良圧着張り

ユニットタイル ・モザイクタイル張り・マスク張り

伸縮目地の位置 [6.16.2]※図示

セルフレベリング材塗り25 ・せっこう系種類 ・セメント系 [6.17.2]

[6.16.3]［6.16.4］

・9.5・穴あきせっこうボード

・フレキシブルボード ・4

図面番号

・スプリング・ワイヤー交換

03

14

15

16

4

大磯町消防団第二分団・第十二分団詰所改修工事



特記仕様書－４

９ガス圧接 圧接完了後の検査 耐火被覆材[8.3.8] 種別６ 20 アスベスト含有建材１ [9.1.1]

※超音波探傷試験 ・引張試験 ・ラス張りモルタル塗り ・耐火材吹き付け ・耐火板張り

環
処理の適用範囲 屋上緑化システムの15 システムの種類 [9.6.1]・耐火材巻き付け ※この工事は、設計図書に従い施工するが、設計図書に明示されていない事項でも工事の性質上当然必要なものは、

所要性能（区分）

境
種類 製造所　監督員の指示に従い施工する。

レディーミクストコンクリートの種別コンクリートの ・30分耐火 ・１時間耐火7 [8.1.3][表8.1.1]

配
・２時間耐火

種類及び強度 ※Ｉ類 ・Ｉ 類Ｉ

慮
※施工にあたっては、大気汚染防止法（昭和43年法律97号）、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法令等の遵守２

普通コンクリートの設計基準強度 既存コンクリート 適用範囲[8.1.3] 21

改
芝及び地被類の種類 ※図示屋上緑化の材料16 [9.6.2]　法律137号）、労働安全衛生法（昭和47年　法律57号）、石綿障害予防規則（平成17年　厚生労働省令21号）、

設計基準強度Fc(N/mm2)
面の目荒らし

適用箇所
※既存コンクリートとの打継ぎ面

修
縁材、舗装材、水抜き管、マルチング材等 ※図示　等、アスベスト処理に関する諸法令等を遵守し、第三者に危害を与えることのないように施工する。

※21N+3N 耐震壁取付増打部分
※既存コンクリートとモルタル又はグラウト材充てん部の接合面

工
　諸法令の適用及び運用は請負者の負担と責任において行う。

・構造特記仕様書による。

事
風圧力に対応した固定方法 ・屋上緑化の工法17 [9.6.3][9.6.4]

目荒らしの範囲 かん水装置 ・※事前に、石綿障害予防規則第４条に定められた内容を盛り込んだ施工計画書を作成し、監督員に提出して承諾を施工計画書３

※柱・梁面　打継ぎ面又は接合面全面の３／４以上軽量コンクリートの設計基準強度 既存保護層等の撤去 ・行う ・行わない　得た後に施工する。

※壁面　　　打継ぎ面又は接合面全面の１／３程度設計基準強度Fc(N/mm2) 気乾単位容積質量(t/m2) 種別 適用箇所 新植樹木等の枯補償 ※引渡しの日から１年　施工計画書には、石綿作業主任者の資格証明書及び工事経歴書の写しを添付すること。

・
※21N 耐震壁取付増打部分

目荒らしの程度 既存舗装の撤去18 既存舗装の撤去 ・行う ・行わない [9.7.2]※請負者は作業に必要な提出書類等の届出について遅滞なく行う。関係官庁への届出４

※平均深さ5～10mm（最大深さ10～15mm）程度の凹部を施す。 及び再利用 既存舗装の再利用 ・行う ・行わない

アスベスト含有５ 封じ込め処理 ※行わない ・行う [9.1.1]

あと施工アンカー あと施工アンカーの材料 [8.2.4]22 しゃ断層  ※川砂、海砂又は、良質な山砂                       [9.7.3]透水性アスファルト19吹付け材の処理 囲い込み処理 ※行わない ・行う

の材料 ※接着系アンカー 凍上抑制層 ※切り込み砂利       舗装の路床

コンクリートの品質 スランプ 接着剤の材質及びカプセルの種類　※有機系8 [8.1.4] アスベスト含有建材６ [9.1.1]※図示 路床安定処理

接合筋の種類　　　　　　　　　　※鉄筋コンクリート用棒鋼スランプ(cm) 適用箇所 除去後の仕上げ ※添加材料による安定処理

製造所
※18

種類 ・普通ポルトランドセメント ・高炉セメントB種 ・フライアッシュセメントB種

※カプセル型樹脂接着アンカー（全打数音確認） 施工調査７ [9.1.1]※［9.1.1］による ・生石灰特号 ・生石灰１号 ・消石灰特号 ・消石灰１号

※カプセル型樹脂接着アンカー（引張試験） 添加量 　　　kg/m3分析によるアスベスト含有の調査

　引張試験は、各階ブレース１枚当たり１本の試験を行う。 盛土材料 ・再生コンクリート砂※根切り土の中の良質土 ・搬入土・山砂・請負者は、建物の解体・改修を行なう前にアスベスト含有成形板の石綿含有量調査を行い、報告

　場所は梁上端で行い、下記の張力を確認する。普通コンクリート セメントの種類9 [8.2.5] 発生土の処理 ※構外搬出処分 ・場内処分　書を提出する。

　（地中梁は、増しコンクリート打設前に地中梁上端で行う。）※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 ※行う（※乱した土　・乱さない土）路床土の支持力比試験　調査する部位、数量は次による。

備　　考
　普通ポルトランドセメントは、JIS R5210に示された規定の他、次の規定の全てに適合する

径 確認張力
路床締固め度の試験 ※行う

　ものとする。ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。 Ｄ２２ 73.5kN 砂の粒度試験 ※行う

・高炉セメントＢ種
Ｄ１９ 54.9kN

混和材料の種類
38.2kNＤ１６

・再生クラッシャラン(RC-40)路盤材料 ・クラッシャラン(C-40)透水性アスファルト20 [9.7.4]・調査の結果、アスベスト含有が確認され、かつ撤去に伴いアスベスト粉塵が飛散するおそれのある場合には、

※混和剤 ・混和材 [8.2.5] ・クラッシャラン鉄鋼スラグ(CS-40)舗装の路盤　標準仕様書の9.1.2～9.1.5を適用する。

・調査の結果、石綿等の使用の有無をJISに基づく分析方法により調査し、記録する。

穿孔前の埋込み配管等の探査モルタル及び ・[8.2.10]による ※無収縮モルタル柱底等の均しモルタル あと施工アンカー10 23 透水性アスファルト21 透水性アスファル混合物の抽出試験 ※行う [9.7.9]　この場合、採取箇所を石綿飛散防止剤（湿潤剤）等で湿潤してから試料の採取を行い、採取後は石綿飛散防止

※あと施工アンカー施工部分全て ・図示製造所グラウト材 の施工 範囲 舗装の試験　剤（硬化剤）を散布し、粉じんが飛散しないよう補修を行う。、

・はつり出しによる※探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う※無収縮グラウト材（構造特記仕様書　　参照）グラウト材 方法

製造所 アスベスト粉塵8 １）吹付けアスベスト及びアスベスト保温材の除去工事を施工する場合は次による。 [9.1.1]

コンクリートの 打込みの工法の種類24 ・請負者は、工事場所の敷地の境界線上のうち、換気装置の排出口に最も近い場所を含む建築物その他の施設の濃度測定

・圧入工法・流込み工法11 打込み 　周辺４方向の場所について、作業前、作業中、作業後の浮遊アスベスト粉塵濃度を測定し、報告書を提出する。

・上記のほか図示による　　箇所を測定する。

溶接金網巻き工法及び溶接閉鎖フープ巻き工法柱補強25 ・測定は、作業環境測定法により認定された第三者機関が行なうものとし、施工計画書に記載する。

ポリスチレンフォーム保温材等を埋込む　　　・図示柱頭柱脚の隙間部間の型枠 ※浮遊石綿濃度の測定は、作業区画ごとに行い、アスベスト除去工事の作業期間が６日を超える場合、６日ごと

型枠 せき板の材料12 　に１回以上行う。

・合板※複合合板 材料・形状26 連続繊維シート ２）アスベスト成形板の除去工事を施工する場合は次による。

せき板の材料として合板を用いる場合 採用した工法の規定を満足するもの ※目視による監視を実施する。

※厚さ ・ 材質12mm ・上記１）による浮遊石綿濃度を測定し報告書を提出する。

スリーブに用いる材料 引張り強度（含浸硬化後） ・2500N/m2以上 ・3000Ｎ/ｍ2以上

・[8.2.6]による ・2.35×10Ｎ5/ｍ3程度ヤング係数（含浸硬化後） ・2.00×10Ｎ5/ｍ3以上 断熱アスファルト９ [9.2.3]改修工法の種類

工法 防水改修工事 ・Ｐ１ＢＩ ・Ｐ２ＡＩ ・Ｐ0ＤＩ ・Ｔ１ＢＩ ・Ｍ３ＤＩ ・Ｍ４ＤＩ

※（財）日本建築防災協会の評価を受けた工法

鉄骨製作工場 ・監督員の承諾する製作工場 [8.1.5] ・13 外断熱改修工事の10 [9.3.2]

下地調整※「溶接作業判定基準」に適合する製作を行う製作工場、または、(株)日本鉄骨評価センター及び
断熱材 外装材

材料

※行う仕上げモルタルの除去　（社）全国鉄構工業協会の認定工場Ｍグレード以上の製作工場とし、下記の条件を満足するもの。 ・行わない
種類 厚さ(mm) 種類 防火性能

柱隅角部の面取り（１）契約電力 （　　）ｋｗ以上（デマンド契約した場合はこの70％で可）
・ビーズ法ポリスチレンフォーム

※工法の評価内容による（２）超音波探傷器 （　　）台以上又は放射線透過試験装置（　　）台以上
・押出法ポリスチレンフォーム

（３）建築士 １級（　）名以上 ２級（　）名以上 ・フェノールフォーム
スリット部の配管等の探査スリットの施工（４）WES8103 １級（　）名以上 ２級（　）名以上 27

・ロックウール
・探査器により探査し、配管等の位置の墨出しを行う ・はつり出しによる（５）NDIUT Ｉ 種（　）名以上 Ｉ 種（　）名以上Ｉ Ｉ Ｉ 

・グラスウール
なお、鉄骨の建方にはクレーン等を用い、つり上げて搬入した後、設置位置につり込み仮止めする。

割裂補強筋は図示に従い、スパイラル筋を整然と配筋する。又、柱・梁共２辺づつ配置する。 ※耐震壁等の増設に伴い、これらの増設部材が設置される構面内既存仕上げ・躯体の撤去と土間等の撤去工事の施工内容28

　一部を撤去する。 11 既存外壁の処理 既存外壁仕上材の撤去 [9.3.3]※撤去しない ・撤去する

施工管理技術者 ※適用する鉄骨製作管理技術者 ※増設部材と接する既存コンクリート面は充分に目荒らしを行う。14 下地面の清掃 ・

※塗り仕上げ又はこれに準ずる仕上げ材、及び躯体を撤去する場合は、カッターで切込みを付けてか 欠損部改修工法 ※エポキシ樹脂モルタル充填 ・ポリマーセメントモルタル充填

　ら撤去する。15 鋼材 鋼材の種類

　なお、躯体を撤去する場合は、両面からカッター切込みを付けてから撤去する。
種類の記号 適用箇所 規格等

外断熱改修工法12 通気層 ・設ける（厚さ　mm） ・設けない [9.3.4]

※撤去に際しては、廃棄物の処理に関する法律に準拠する。
SS400 耐震鉄骨ブレース ※ＪＩＳ規格による

断熱材の施工 ※製造所の仕様による ・

風圧力に対応した工法 ・

※コンクリート及び塗り仕上げを部分的に撤去する場合は、既存部分の仕上げに損傷を与えないよう充分注意する。撤去工事における29 外装材の施工 ・

　特に塗り仕上げ、増設部材設置構面内の壁コンクリート及び土間コンクリート等の撤去に際しては、カッター注意事項

　等で切込みを付け、既存部分の保護を図る ガラス改修工事13 複層ガラスの材料 [9.4.2]

高力ボルト 高力ボルトの適用 ※増設する部材に接する既存コンクリートは、充分に目荒らしを行い増設部材との一体化を図る。16
材料板ガラスの種類及び厚さ 総厚さ(mm) 断熱性・日射遮蔽性による区分 封止の加速耐久性による区分

・溶融亜鉛メッキ高力ボルト※トルシア形高力ボルト ・ＪＩＳ形高力ボルト 　なお、目荒らしは、深さ6mm程度の凹凸で全体を荒らすようにする。
※Ｕ3-1 ・Ｕ3-2 ※Ｉ 類ＩＩ

　はつり工事は構造躯体に悪影響を与えない方法で丁寧に行うこと。（電気ピックを用いる等）

鉄骨工作 仮組 ※コンクリート打設前に粉塵、はつりがら等を清掃し、数日前から充分に水湿めを行う。17

・実施する ※実施しない ※既存の躯体状態の確認及び補修

溶接部の試験 完全溶込み溶接部の超音波探傷試験 ・石膏ボードについては、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」等に従い、原形のまま運搬し管理型最終処分場18 断熱・防露改修工事14 断熱材 [9.5.2][9.5.3]

※行う ・行わない 　で処分すること。 種類 品質等厚さ(mm)工法
※鋼材の溶接部分については、日本建築学会の鋼構造建築溶接部の超音波探傷検査基準 ・石綿スレート、フレキシブルボード等石綿製品の撤去にあたっては、関係法令に従い、部材が破損しないように

・ビーズ法ポリスチレンフォーム打込み工法
　（JIS23060基準）に規定する検査を行う。検査者はＣＩＷ認定事業者とする。　 　手はずしで行い、原形のまま運搬処分すること。

・押出法ポリスチレンフォーム
　検査は、突合せ溶接部分30％以上について行う。 ・以下の天井材の撤去にあたっては、ボードが破損しないように、手はずしで行うこと。 ・硬質ウレタンフォーム
　工場内部検査は、100％行う。

・フェノールフォーム
・床：ビニアス系タイルの撤去にあたっては、関係法令に従い部材が破損しないように湿潤後、手はずしで行い、

・吹付け硬質ウレタンフォーム現場発泡工法
錆止め塗料の種別 耐火被覆材の接着する前の塗装 　原形のまま飛散防止をし運搬処分すること。19

・行う（種別　　　　　） ※行わない ※接着剤のホルムアルデヒド放散量はＦ☆☆☆☆とする。

[8.9.1][表8.9.1]

[8.2.11]

[8.2.11]

[8.2.7]

[8.2.7]

[8.2.7][表8.2.6]

型枠の存置期間は8.7.8（ｃ）による。 [8.7.8]

[8.2.8]

[8.2.9]

[8.15.11][8.15.12]

[8.17.3]

[8.18.2]～[8.18.6]

[8.21.3]

[8.12.2]

[8.21.8]

[8.23.5]

[8.2.12]

[8.24.4]

[8.24.4]

[8.24.4]

[8.25.2]

・保育室　天井、遊戯室　天井・壁（有孔せっこうボード）

・職員室　天井、　　　　　　　　（化粧せっこうボード）

・屋外　　外壁　　　　　　　　　（アクリルリシン吹付）

図面番号
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